


現代の旅は、最短ルートと効率の良さに支配
されている。目的地へ一直線に向かうほど、
街の匂いも、人の声も、偶然の気配も薄れて
いく。あえて不便な旅をデザインする場所だ。
デジタル地図やGPSに頼らず、手書きの“迷子
の地図”を作成する。示されるのは、決して最
短ではないが、出会いと発見に満ちたルート
だけ。裏路地の光、古い商店の佇まい、道を
尋ねた時に返ってくる地元の人の話。そんな
小さな風景ややり取りが、旅の記憶をゆっく
りと濃くしていく。不便さの中に、人は自分
のペースと感覚を取り戻す。遠回りは、時間
を奪う行為ではない。むしろ、人生の速度を
落とし、“今ここ”を深く味わわせてくれる贅
沢である。ここは、効率を手放し、偶然と風
景に身をゆだねるための、新しい旅の入り口
である。

人間回帰舎
不便の贅沢～あえて“迷う”という選択を。

ＰＲＯＪＥＣＴ ▼ＲＵＬＥ▼
①スマホ・電子機器は完全使用禁止。
②ナビ・デジタル地図の参照も禁止。
③目的地へは必ず最も遠回りで行く。
④ルート作成はヒアリングから始まる。
⑤ルート情報は正確でなくていい。（むしろ少し曖昧）
⑥人に聞くことが前提のルール。
⑦道に迷うことは失敗ではなく、体験として歓迎。
⑧危険エリア・夜道・天候などはしっかり中止・除外。
⑨緊急時は“デジタル解禁”
⑩旅の記録はアナログで残す。

DESIGN
・地形の等高線を立体化した外壁デザイン。
→ ポリカ板を段々に重ねることで地形のレイヤーを表現。
・光が入ると等高線の影が床に落ちて揺れる。
・入口は等高線が“えぐれた谷”のように凹んだ開口部。
・半透明・不透明・すりガラスをランダムに混ぜる。

EFFECT
「人間回帰舎」は、現代の生活で失われつつある
『感覚の余白』を取り戻すための場所です。スマ
ホやパソコンなどデジタル機器に縛られた効率優
先の生活から一歩離れ、あえて遠回りや寄り道を
することで、人間が本来持つ感性や直感、時間の
深さを再発見します。

最短ルートでは見過ごしてしまう風景や音、匂い、
人との偶然の出会いに気づくことができます。歩
く速度に合わせた体験、迷いや不便を楽しむこと
で、効率や結果ばかりを求める価値観から解放さ
れ、創造性や冒険心、他者とのつながりを自然に
育むことができます。



駅中コンテナマルシェ

駅には、食べ物や衣類、雑貨や工業製品など多種多様
な物が貨物列車で運び込まれます。

各コンテナに梱包された荷物は、すぐその場で積み下ろ
され、コンテナSHOPとして駅構内に並べられます。

生鮮食品は早朝から販売され、駅構内の「朝市」として
賑わいます。

様々な地域産品や季節品が並べられ、駅を利用する方々
の需要に応じた商品が立ち並ぶ。

営業時間は、商品の特性にあった時間帯で営業します。
各コンテナごとに自由に設定し、陳列する

閉店したお店のコンテナは貨物列車に積込み、各地域
に向けて出発し、再び荷物を載せて駅に戻って来ます。

昼間にはキッチンカーの様なキッチンコンテナも立ち
並び、飲食ブースとしても利用されます。

駅中でそのまま店舗化されたコンテナSHOP
「駅中コンテナマルシェ」を開催
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コンテナSHOPの概要

夜は、通勤、通学で駅を利用する人達が、帰り道に立ち
寄る事ができます。

・10ft～20ft規格の軽量コンテナをベースにします。
・内部の棚や什器は取り外し可能。出店者の用途に合わせて柔軟に変更出来ます。
・コンテナ自体が“展示ケース”にも“厨房”にも“ショップ”にも変化します。

物流

モジュール化されたコンテナ店舗

10ftコンテナ（小規模店舗・物販向け）
・駅ナカの限られたスペースに最もフィット
・単体で「小規模屋台」「展示棚つき物販」として成立
・取り回しが容易で、複数並べれば“屋台村”のような回遊空間を形成

コンテナの種類と用途

20ftコンテナ（標準。飲食・クラフト販売に適）
・もっとも利用される代表的モジュール
・駅中では「物販＋軽飲食」や「地域ブランドショップ」に適
・2ユニット連結でカフェやワークショップ空間にも展開可能
ハイキューブ（HC）20ft
・天井が高く、開放感のある空間づくりに効果的
・照明・サイン・吊り展示などの設置自由度が高い
・特設展示、人気商品の“主張する店”に最適

貨物駅

営業を終えたコ
ンテナを移動








